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ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこ
とにある。具体的には、次の各項を奨励することである：
第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社

会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること；
第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親

善、平和を推進すること。
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例 会 次 第

〈第26回例会・2023年2月2日〉本日のプログラム

　私は20歳から27歳までの8年
間、神奈川県の鎌倉市に住んでい
ました。そのときに出会った人々
の中で、最も強く印象に残ってい
るのが詩人の田村隆一さんです。

　田村さんは戦後最大の詩人と評価される方で、詩集やエッセ
イ、小説やアガサクリスティーの翻訳なども多く出版されて
います。お酒と女性をこよなく愛し5回も結婚されています。
1923年生まれで1998年に75歳で亡くなっていますから、私が
田村さんに出会った時期は亡くなる10年前くらいになると思
います。
　田村さんは、私がバイトしていたカフェーに時々一人で現
れました。ボサボサの髪にヨレヨレのステンカラーコートを
羽織って、いつも泥酔状態でふらふらしながら来店されます。
来店と言っても店内には一切入らず、外のベンチに崩れ込む
ように座ってブレンドコーヒーを注文します。そして決まっ
てそのコーヒーの半分くらいをコートに零してしまうのです
が、そのコートには同じようなシミが沢山付いているので本
人は全く気にしていない様子です。
　実は田村さんのお目当てはウエイトレスのユリさんでした。
ユリさんは当時30歳くらいの切れ長の目をした美人で、田村
さんは彼女と話をしたくて来店していたようです。
そして10分もすると、田村さんはいつもそのベンチで寝てし
まいます。私たちも店の前のベンチで汚い酔っぱらいのおじさ
んが寝ていては商売にならないので、頃合いを見計らってご自
宅に電話を入れます。すると間もなくタクシーの運転手さんと
和服を着た中年の女性が現れ、コーヒー代とプラスアルファを
支払い、田村さんをタクシーに押し込み帰って行きます。
　毎回そんなパターンでしたが、たまにユリさんが居ないとき
は何故か私が相手をしました。同じ大学出身ということもあっ
てか、田舎者の後輩に昔話をたくさんしてくれました。いつも
酔っぱらっているので、言っていることが本当かどうか怪しい
ところもありましたが、話はとても面白く田村さんはとても優
しかったのを覚えています。
　最後に田村さんの詩の一部を紹介いたします。

　田村隆一　詩集『言葉のない世界』より

鳥の目は邪悪そのもの　鳥の舌は邪悪そのもの
彼は破壊するが建設しない　彼は再創造するが創造しない
彼は断片　断片のなかの断片
彼には気嚢はあるが空虚な心はない
彼の目と舌は邪悪そのものだが彼は邪悪ではない
燃えろ　鳥　燃えろ鳥　あらゆる鳥
燃えろ　鳥　小動物　あらゆる小動物
燃えろ　死と生殖　燃えろ　死と生殖の道　燃えろ

　やっぱり今でも何言っているかわかりません。本日の会長挨
拶は以上です。

⚫国歌斉唱

⚫ロータリーソング「奉仕の理想」
　	 	 ソングリーダー　茂田士郎 会員

⚫四つのテスト唱和　	 後藤忠久 会員 

⚫2月誕生お祝い

⚫RLI修了証伝達
　ロータリーリーダーシップ研究会
　パート3修了証
　　　　  菅沼 裕 会員・箱岩 偉 会員

　　　　  中川宏生 会員・大槻美恵子 会員

　全過程卒業証
　　　　　 箱岩 偉 会員・大槻美恵子 会員

⚫各委員会報告
　例会小委員会  ニコニコBOX担当	

		  細田修二  委員

茂田士郎 会員

後藤忠久 会員

細田修二 委員

❖本日は福島ユナイテッド小銭ボックス
を回しております。皆様のご協力、宜
しくお願いいたします。

❖本日、13時30分より戦略委員会が4F
ペッシュにて開催されます。委員の皆
様ご移動のほどよろしくお願いいたします。また、
18時よりサンパレスにて2月理事会が開催されま
す。役員理事の皆様はよろしくお願いいたします。

❖1/30（月）福島西ロータリークラブ39周年創立記
念夜間例会に、相良会長、幹事吉田が出席しました。

❖2/4（土）次年度幹事セミナーが開催されます。当
クラブより中川宏生会員、岡田新也会員が出席され
ます。

❖2月ロータリーレートは1ドル130円となりますの
でお知らせいたします。　

幹 事 報 告

吉田大樹 幹事

会員スピーチ
日本経済・福島県経済の現状と先行き
日本銀行福島支店長　清水 茂 会員
新会員スピーチ
㈱善邦　代表取締役社長　善方邦彦 会員
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当面の金融政策運営について
─ 金融政策決定会合（1月18日）で決定された金融市場
調節方針等（抜粋） ─
1.長短 金利操作（YCC：イールドカーブ・コントロール）

・短期金利：日本銀行当座預金のうち政策金利残高▲0.1 
%のマイナス金利を適用。

・長期金利：10 年物国債金利がゼロ%程度で推移する
よう、上限を設けず必要な金額の長期国債の買入れを
行う 。

・長短金利操作の運用：長期金利の変動幅を「0.5 %程度」
とし、 10 年物国債金利について 0.5 %の利回りでの指
値オペを、明らかに応札が見込まれない場合を除き、
毎営業日、実施する。上記の金融市場調節方針と整合
的なイールドカーブの形成を促すため、大規模な国債
買入れを継続するとともに、各年限において、機動的
に、買入れ額の増額や指値オペを実施する。

会員スピーチ
日本経済・福島県経済の現状と先行き
日本銀行福島支店長
清水 茂 会員

2.日本銀行は、①「貸出増加を支援するための資金供給」
の貸付実行期限を1年間延長すること、②「気候変動対
応オペ」の対象先を拡大し、新たに、系統会員金融機関
を含めること、③「共通担保資金供給オペ」を拡充する
こと、を決定した。
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　みなさんこんにちは。昨年11月に古俣パスト会長のご紹介に
より入会させていただきました株式会社善邦の善方邦彦でござ
います。
　長い歴史と輝かしい伝統を築いてこられた当クラブに入会さ
せていただき、改めて深く感謝申し上げます。
　ご承知の通り私の父もロータリアンで二本松あだたらロータ
リークラブに所属しております。2016-17年度には県北第一分区
ガバナー補佐を務めさせていただきました。その際にはみなさま
にも大変お世話になりまして、重ねて御礼を申し上げたいと思い
ます。
　本日は新会員スピーチということで、不慣れで恐縮ですが、お聞
き苦しい点はロータリーの友情に免じてお許しをいただければと
存じます。

《生まれてからこれまで》
　私は旧岩代町、今の二本松市で1976年に生まれ高校までそこで
育ちました。高校生のころ、音楽業界のバックステージの仕事を志
しまして、進学を機に上京し、在学中から音楽評論家の先生の事務
所でお世話になっておりました。卒業後もそのまま先生のお手伝
いさせていただきつつ、フリーのプロモーター、また音楽ライター
として活動させていただくようになりました。JUDY AND MARY
や斉藤和義、東京スカパラダイスオーケストラなどのライブに携
わりました。ライターとしては音楽誌やフリーペーパーなどにＣ
Ｄやライブのレビューを書かせていただいたりしておりました。
今でもごくたまにではありますが、依頼があれば専門誌に簡単な
コラムを書かせていただくこともあります。その後、やっとなんと
か食べるのには苦労しなくなったころ、仕事で関わりのありまし
たソニーミュージックエンタテイメント様からお誘いをいただき
ました。なぜか全くご縁のなかった演歌部門のプロモーション担
当というお話で、お引き受けするか悩んでおりましたところ、この
タイミングで父が体調を崩し手術をいたしました。今となってみ
れば大したことはなかったのですが、近くにいるのも親孝行かと
思いまして、これを機に福島に戻ってまいりました。以来、福島市
に住んでおります。
　父の会社は弟が継ぐことになっておりましたので、知人の紹介
で生花店、花屋に勤めることになりました。それまではまったく花
には興味がありませんでしたが、ご紹介くださった方の「お前に向
いていると思う」との言葉を信じて就職しました。なんとか3年は
働こうと思いつつも、正直、初めのころはいつ辞めようか考えてい
ました。しかし続けるうちに花の仕事がだんだんと好きになって
いきました。結婚式場やチャペルでのブライダル装花、母の日やク
リスマス、卒業式、お盆やお彼岸などの季節行事の花束やフラワー
アレンジメントの制作から販売までいろいろと経験させていただ
きました。フラワー装飾技能士という国家資格を取得し、次の目標
としてフローリストのコンテストに出場してみようと準備をはじ
めたころ、今度は突然、弟が父の会社を辞めるという、青天の霹靂
の知らせを受けました。
　昔から弟自身が跡を継ぐと言っており、私もそれまで父と一緒に
働くことは寸分も頭にありませんでしたので、悩みに悩んだ末に今
の会社に入社し、2016年から代表取締役社長を務めております。
　現在は福島市と二本松市で「杜の中の斎場 ほうりん」という商号
で4拠点、7つの葬祭ホールを運営しております。他に2カ所の法要
会食会場を設けておりまして、仏壇・仏具・各種ギフトの販売もし
ております。創業当初から返礼品のギフトは自社直販で賄っており
ましたが、料理部門を再編成し、生花部門も新設いたしました。こ
れによって葬儀や法要などに関わるほとんどの部分を自社で完結
できる体制を整えました。地域のみなさまのおかげをもちまして昨
年にはなんとか創立30周年を迎えることができました。
　しかしというかやはりというか、コロナ禍は私共の業界にも大き
な影響がございました。昨年の後半からは持ち直してまいりました
が、厳しい事業環境の中、これまでとは違ったアプローチを日々、
模索し試行錯誤しているところでございます。

《家族と趣味のこと、福島クラブとのご縁》
　私の趣味は食べ歩きと言いますか、正確には飲み歩きですが、30
代までは朝方明るくなったころに妻から電話が来るまで飲んでい
るということもしばしばありました。私の妻は大変優しく決して
声を荒らげるようなことはありませんで、その妻の夫教育のかいが

新会員スピーチ
㈱善邦　代表取締役社長
善方邦彦 会員

あってか、さすがに最近は早めに午前1時ごろまでには帰宅するよ
うに摂生しております。
　ほかには釣りや葉巻など、いろいろと嗜んでまいりましたが、最
も長く続けているのは音楽です。鑑賞も演奏も大好きでジャンルは
問いません。楽器はピアノとフルートを少しかじった程度ですが、
合唱は今も関わり続ける一番付き合いの長い趣味です。福島に戻っ
てからは当クラブのオリジナルソングを作曲された故 高野廣治パ
スト会長が主宰されたF.M.C.混声合唱団に入団いたしまして代表
も務めさせていただきました。今となっては高野先生をご存じの方
は少ないかと存じますが、合唱界では誰もが知る伝説といわれた指
揮者でした。その高野先生の所属された当クラブに入会できました
ことはロータリアンとしてはもちろんのこと、ひとりの合唱人とし
ても大変に感慨深く嬉しく思います。
　2007年には海外派遣合唱団のオーディションに合格して2週間
ほどヨーロッパをまわりましてウィーン、ザルツブルク、プラハ
などでコンサートに出演いたしました。その後F.M.C.を退団し、
L‘Aube des Temps（ローブ・デ・タン/仏語で夜明けの時の意）
という合唱団を設立しました。高野先生の偉業には遠く及びません
が、全国大会で総合３位に贈られるNHK賞を1回、金賞2回と銀賞
を5回、受賞することができました。
　音楽関係では、かつては福島市音楽堂運営委員を務めさせていた
だき、音楽堂主催公演の選定や古関裕而音楽祭などの事業に関わっ
ておりました。また昨年度までは福島県合唱連盟の常任理事を、今
年度からは同連盟の事務局次長を仰せつかっております。
　妻との出会いもF.M.C.混声合唱団でした。妻は福島学院大学で事
務職員として勤務しておりまして、学院大のローターアクトクラブ
と一緒に福島駅前の清掃活動に参加させていただいたこともござ
いました。その妻が3年半ほど前になりますが大学の理事室長を務
めておりましたころ、くも膜下出血を発症いたしました。手術は今
度当クラブに入会される福島赤十字病院の鈴木先生に執刀してい
ただいて無事成功いたしました。術後、本人も懸命にリハビリに励
みまして、なんとか回復し仕事に復帰することができました。幸い
麻痺などは残らずに済みましたが、現在も高次脳機能障害の影響で
若干言葉が不自由なところがございます。
　私どもは子供に恵まれませんでしたので妻と二人暮らしです。仕
事で家を空けることが多いうえに、遠方のクラブに毎週、夜間の例
会に通い続けるよりは近くのクラブにお世話になった方が安心で
あるとの思いもあり、このことも今回、移籍させていただくひとつ
の理由となりました。

《ロータリアンとして》
　私のロータリアンとしての歩みは2010年、福島グローバルロー
タリークラブでスタートいたしました。設立されたばかりのクラ
ブで、チャーターナイトを間近に控えた時期でした。当時の地区拡
大委員長からロータリーの《ロ》の字も出ないまま「とりあえず開
成山に来てみろ。来ればわかる」とお電話をいただき訳も分からず
行ってみると、何の説明もなく、いきなりその場で新入会員として
スピーチをさせられるという、30代半ばの若造にはひどく衝撃的
な経緯で入会いたしました。ロータリーというところはなんて恐ろ
しいところだ、とその当時は思っていました。
　2012-13年度にはクラブ幹事を仰せつかりまして、顧みますとこ
れがロータリアンとしての分水嶺となりました。その年度には中
央分区で新幹事セミナーが開催されまして、講師が阿久津パスト
ガバナーでした。大きな声では申せませんが、先ほどのような経緯
で入会したせいもあって、ロータリーには全くと言っていいほど
関心もなく、たまに例会に参加しているだけの不良会員でした。し
かし幹事を務めるにあたって、なまけものの私もさすがに自分な
りに勉強してセミナーに臨みました。ところが講義の内容はそん
な付け焼刃では到底太刀打ちできないほどに広く深くまた濃い内
容でした。阿久津パストガバナーのご指導は今も私にとってロー
タリーにおける重要な羅針盤となっています。先生には心から感
謝いたしております。
　話を戻しますと、その後2015-16年度にはクラブ会長を、昨年度
は中央分区幹事を務めさせていただきました。今年度は相良会長が
大変熱心に取り組まれ、地区委員長として礎を築いてくださいまし
た、地区公共イメージ委員会委員を仰せつかっております。

　改めまして、格調高い福島クラブに迎えていただきましたこ
と、大変光栄に存じております。まだまだ浅学非力の若輩者でご
ざいます。先輩方を鑑にロータリアンとしての新たなスタートを
踏み出したいと思っております。小粒にしか実らないかもしれま
せんが、それでも慈愛の種の一粒になれるよう、精進してまいり
たいと存じますので、今後ともどうぞご指導よろしくお願い申し
上げます。
　本日はありがとうございました。
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〈メッセージ会員〉
〇加藤 弘樹 会員
　清水支店長の講演を楽しみにしております。
〇小林 秀次 会員
　誕生日のお祝いをいただきました。ありがとうございました。
〇小林 仁一 会員
　こんにちは。右近ガナバーエレクトよりいただきました深紅
のネクタイを締めてきました。少し心が華やいだ気がして若が
えったように思います。ありがとうございます。
〇佐藤 美奈子 会員
　お誕生祝いありがとうございます。皆様にとっても幸せな一
年になりますように。
〇善方 邦彦 会員
　本日は新会員スピーチでお世話になります。
〇丹治 正博 会員
　明日2月3日は節分です。神社では夕方4時半より境内の特設
舞台で豆まきを行います。厄を祓い、立春（光の春）を迎えたい
と思いますので、是非ご参加下さい。
〇箱岩 偉 会員
　誕生のお祝いありがとうございます。
〇幡 研一 会員
　清水支店長、夢のある話をお願いします。

〇渡辺 健寿 会員
　誕生祝いありがとうございます。清水会員の経済景況スピー
チ、善方会員の新会員スピーチを楽しみに。ウィズコロナの日
本経済はどうなるのでしょうか。
〇渡邊 又夫 会員
　50年前（1973年）の明日、南米1 ヶ月の旅行に出掛けました。
当時のレートは360円、旅行中に変動相場制に変わり330円、帰
国後に300円となりました。本日の日銀さんのスピーチにちな
んで。
〇相良 元章 会長
　ガバナー月信2月号が発刊されました。4ページ、8ページ、
10ページに福島ロータリークラブ関連の記事が掲載されていま
す。どうぞご一読ください。

〇他に　安斎圭一／安藤健次郎／内池 浩／岡田新也／岡野友嘉
／小原 敏／加藤義朋／加納武志／日下部達／五阿弥宏安／古俣 
猛／坂本壮敏／佐々木高敏／佐藤英典／佐藤充孝／佐藤良智／
茂田士郎／清水 茂／白岩康夫／菅沼 裕／高田博樹／田畑建一／
反後太郎／坪井大雄／寺田 充／中尾 勉／仲尾雅至／中川宏生／
福地重信／藤井 守／本多修一朗／村上守人／村山成也／藪 政勝
／山内修平／八巻恵一／横山 淳／吉田大樹／渡辺泰子

ニコニコBOX報告 　●報告　細田修二 委員　 本日の投入額

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内
■2月16日（木）	 18：30 〜「吉川屋」
【夜間例会】 ・飯坂ロータリークラブ合同夜間例会
　　　　　　　※西口バス出発：17時15分予定

■2月23日（木）　祝日（天皇誕生日）のため休会 

■2月25日（土）	 登録開始 13：30　開会点鐘 14：00
	 閉会点鐘 17：05 　   「二本松御苑」
【県北第一分区インターシティミーティング（IM）】 
　    ・第一部　基調講演 ｢内容未定｣ 
　　　NPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会
　　　相談役 武藤正敏 様（道の駅東和の前駅長）
　　・第二部　｢クラブ活性化｣についてグループ討論 
　　　懇親会はございません　※バスを準備予定です

　新年に娘がいきなり「スキーを
やってみたい」と発言。私は、若い時
にスノーボードをやっておりました
がスキーは無縁です。娘3人分のス
キー板やウェアーを揃えるにも時間
が掛かりそうなのでスケートの提案をいたしました。
直ぐに賛同を得て郡山熱海のスケート場へ。子供は、
初体験で楽しく遊んでおりその中には、コーチ付きで
練習に励む方もいました。
　郡山熱海のスケート場では、アイスホッケ－の試合
も行われ素晴らしい環境で楽しんでまいりました。
　実は30年程前に福島市の森合にスケート場があっ
た事をご存じでしたでしょうか？

株式会社F・J・T
代表取締役
藤井 守 会員

■ロータリーリーダーシップ研究会
　パート3修了証　菅沼 裕 会員・箱岩 偉 会員
　　　　　　　　　中川宏生 会員・大槻美恵子 会員
　全過程卒業証　　箱岩 偉 会員・大槻美恵子会員

RLI修了証伝達

●児玉　健夫 会員
　昭和18年2月24日
●幡　　研一 会員
　昭和19年2月17日
●丹羽　真一 会員
　昭和22年2月3日
●渡辺　健寿 会員
　昭和22年2月25日
●田沼紀美子 会員
　昭和30年2月5日

●仲尾　雅至 会員
　昭和38年2月6日　
●佐々木高敏 会員
　昭和39年2月11日
●佐藤美奈子 会員
　昭和42年2月11日
●箱岩　　偉 会員
　昭和44年2月2日 　  
●吉田　大樹 会員
　昭和50年2月24日

22月誕生お祝月誕生お祝いい おめでとうございますおめでとうございます


